
開館時間　午前９時～午後６時
休 館 日　第4㈫（点検などで臨時的に休館する場合あり）

問い合わせ先　菊池観光協会 ☎0968（25）0513

②

菊池市ふるさと創生市民広場の利用を制限します
　新型コロナウイルス感染拡大防止のため、当面の間、市
民広場内の遊具や大屋根広場のテーブル・椅子の貸出利
用を休止します。ご理解とご協力をお願いします。

申し込み・問い合わせ先　市長公室 ☎0968（2５）７２５２問い合わせ先　わいふ一番館 ☎0968（24）6630

インターナショナル・ファ
ンデイでは、さまざまな
国籍の人と交流

菊池国際交流協会で一緒に活動しませんか
　市は、韓国の金

キム

堤
ジェ

市、清
チョン

州
ジュ

市、中国の泗水県と友好都市
の締結をしています。菊池国際交流協会では、韓国2都市
との市民交流を目的として、市民交流団の派遣や受け入れ
を行うなど交流を続けています。
　市内も外国籍の市民が増えています。国籍を問わず、い
ろんな人が交流できる場をつくろうと、「インターナショナル・
ファンデイ」を開催。スポーツやゲームなどでコミュニケー
ションをとりながら、お互いの文化や言語に触れる機会づ
くりをしています。

申し込みは随時受け
付けています。

【年会費】2,000円

わいふ一番館は当面の間休館します
　新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、当面の間、わいふ一番館を
休館します。ご迷惑をおかけしますが、
ご理解とご協力をお願いします。
※再開時期は未定です

◆ 絵画連作 ◆
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第 一 章

　菊池川の船運の拠点として使われた深川の港です。
菊池一族は河野（伊予国）や松浦（肥前）の水軍と手を
組み、大陸との交易や倭寇による海賊行為などで得た
戦利品を荷揚げし、それを商材として巨大ビジネスを
展開しました。中国の青磁などの焼き物、虎の皮など
の珍品から高価な書籍までが扱われました。

其の11  深川の港
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菊
池
一
族
も
ま
た
、
天
然
の
要
害

で
あ
る
隈
府
に
本
城
を
置
き
、
四
方

の
要
所
に
支
城
を
配
置
し
て
い
ま
し

た
。
現
在
「
菊
池
十
八
外
城
」
と
呼

ば
れ
て
い
る
城
跡
は
そ
の
遺
跡
で
す
。

　

こ
の
名
前
が
最
初
に
出
て
き
た
の

は
『
菊
池
風
土
記
』
と
い
う
江
戸
時

代
の
書
物
の
中
で
、
本
来
外
城
は
市

内
だ
け
で
も
20
以
上
が
確
認
さ
れ
て

い
る
の
で
す
が
、
語
呂
の
良
さ
か

ら
そ
の
う
ち
の
18
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
の
7
つ
を
有
す
る
こ
と
が

町
名
の
由
来
に
な
っ
た
の
が
七
城
町

で
す
。

　

当
時
の
本
城
は
現
在
菊
池
神
社
が

建
っ
て
い
る
城
山
に
築
か
れ
、
こ
こ

を
起
点
に
南
か
ら
西
に
戸と

崎ざ
き

城
、
古ふ

る

池い
け

城
、
菊き

く

之の

城
、
亀か

め

尾お

城
、
馬ま

渡わ
た
し

城
、

打う
ち

越こ
し

城
、
正し

ょ
う

光こ
う

寺じ

城
、
増ま

す

永な
が

城
、
台う

て
な

城
、

神か
み

尾お

城
の
10
城
が
、
東
か
ら
北
に
止と

林ば
や
し

城
、
元も

と

居お
り

城
、
黄こ

金が
ね

塚づ
か

城
、
市い

ち

成な
り

城
、

掛か
け

幕ま
く

城
、
鷹た

か

取と
り

城
、
五ご

社し
ゃ

尾の
お

城
、
葛く

ず

原は
ら

城
の
8
城
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

外
敵
に
対
し
て
正
面
口
と
な
る
の

は
七
城
方
面
で
、
そ
の
出
入
り
口
を

お
さ
え
る
最
も
重
要
な
役
目
を
負
っ

て
い
た
の
が
台
城
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

亀
尾
、
古
池
の
両
城
は
、
南
方
合

志
台
地
を
越
え
て
く
る
敵
に
も
備
え
、

戸
崎
城
と
止
林
城
は
直
接
菊
池
本
城

を
守
る
任
務
も
持
っ
て
い
た
よ
う
で

す
。
本
城
背
面
の
警
戒
、
防
御
を
受

け
持
ち
、
本
城
を
守
り
き
れ
な
い
と

き
に
は
退
い
て
立
て
こ
も
る
た
め
の

役
割
を
担
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る

の
が
掛
幕
城
、
市
成
城
を
は
じ
め
と

し
た
山
付
き
の
各
城
で
す
。

　

菊
池
の
ま
ち
は
、
菊
池
十
八
外
城

と
い
う
本
城
と
支
城
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
っ
て
、
外
敵
か
ら
の
守
り
を

固
め
て
い
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

菊き
く

池ち

十じ
ゅ
う

八は
ち

外と

城じ
ょ
う

　

菊
池
一
族
の
時
代
、
菊
池
に
は
数

多
く
の
城
が
築
か
れ
、
戦
に
備
え
た

都
市
計
画
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
頃
の
城
は
、
戦
国
期
以
降
の

天
守
閣
を
伴
う
壮
大
な
城
郭
と
は
違

い
、
山
岳
や
丘
陵
、
河
川
な
ど
を
塁

や
堀
と
し
て
利
用
し
た
山
城
で
し
た
。

本
城
の
周
り
に
は
支
城
を
配
置
し
、

互
い
に
連
携
さ
せ
る
広
大
な
要
塞
地

と
し
て
機
能
し
て
い
た
の
で
す
。

　

広
報
き
く
ち
4
月
号
「
菊
池
一
族

の
遺
産
」
の
記
事
に
誤
り
が
あ
り
ま

し
た
。
正
し
く
は
次
の
と
お
り
で
す
。

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

【
誤
】　
武
光
の
墓
（
西
正
観
寺
）

【
正
】　
武
光
の
墓
（
東
正
観
寺
）

15 142020 May広報きくち2020 May広報きくち


